
『大腸癌治療ガイドライン』
（医師用2005年版）

に関するアンケート調査結果



� 実施期間：2006年11月25日～2006年12月15日

� 配布施設数： 422 施設

� 返送施設数： 179 施設

� 回 収 数： 600 部



質問1　あなたの専門は

115
19.2%

9
1.5%

15
2.5%

455
75.8%

1
0.2%

5
0.8%

外科

内科

放射線科

病理

その他

無回答

質問2　あなたの年齢は

226
37.7%

234
39.0%

89
14.8%

34
5.7%

13
2.2%

2
0.3%

2
0.3%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

無回答

質問3　あなたの施設は

297
49.9%

93
15.6%

57
9.6%

144
24.2%

1
0.2%

1
0.2%2

0.3%

大学病院

国立病院機構
公立病院

がん専門病院

その他の病院

医院・診療所

その他

無回答

質問4　あなたの施設の所在地は

24
4.0%

233
38.8%

66
11.0%

81
13.5%

76
12.7%

71
11.8%

4
0.7%

11
1.8%

8
1.3%

2
0.3% 24

4.0%

北海道

東北

関東

東海

信越

北陸

近畿

中国

四国

九州

無回答



質問5-1　外科の先生に聞きします。
年間の大腸癌手術症例数は

42
9.2%

34
7.5%

11
2.4%

97
21.3%

84
18.5%

41
9.0%

63
13.8%

83
18.2%

455

質問5-2　内科の先生に聞きます。
内視鏡治療する年間の大腸癌症例数は

4
3.5%

2
1.7%

53
46.1%

21
18.3%

10
8.7%

9
7.8%

9
7.8%

7
6.1%

115

質問5-3　内科または外科の先生に聞きます
年間の大腸癌化学療法の症例数は

5
0.9%

2
0.4%

6
1.1%

12
2.1%

28
4.9%

75
13.2%

173
30.4%

269
47.2%9

質問5-5　病理の先生に聞きます。
年間に経験する大腸癌症例数は

1
6.7%

0
0.0% 0

0.0%
2

13.3% 2
13.3%

3
20.0%

3
20.0%

4
26.7%

5

質問5-4　放射線の先生に聞きます。
年間の大腸癌放射線治療症例数は

0
0.0%

0
0.0%

0
0.0%

0
0.0%

0
0.0%

2
22.2%

1
11.1%

6
66.7%

～20例

21～50例

51～70例

71～100例

101～150例

151～200例

201例以上

無回答

15



質問6　「大腸癌治療ガイドライン」が公開さ
れたことをご存知ですか

574
95.7%

2
0.3%

24
4.0%

はい

いいえ

無回答

質問7　ガイドラインの公開をどのようにお知
りになりましたか

24
3.5%

247
36.4%

93
13.7%

172
25.3%

61
9.0% 34

5.0%

48
7.1%

学術雑誌、論文

学会、講演会、研
究会

大腸癌研究会の
ホームページ

書籍店

医療関係者

その他

無回答

質問8　ガイドラインをお持ちですか

4
0.6%

49
7.4%

187
28.2% 422

63.7%

個人で持っている

施設で持っている

持っていない

無回答

質問9　ガイドラインをお読みになりましたか

2
0.3%

308
51.3%

237
39.5%

53
8.8%

すべて読んだ

一部読んだ

読んでいない

無回答

※複数回答

※複数回答



質問10　ガイドラインを日常診療における意
思決定の判断基準に利用されていますか

266
44.3%

283
47.2%

7
1.2%42

7.0%

2
0.3%

全般的に利用
している

部分的に利用
している

利用していな
い
その他

無回答

質問11　ガイドラインを診療の説明の際に利
用されていますか

339
56.5%

132
22.0%

116
19.3%

3
0.5%

10
1.7%

全般的に利用
している

部分的に利用
している
利用していな
い

その他

無回答

質問12　ガイドラインの一般向け解説書が
あることをご存知ですか

6
1.0%

482
80.3%

112
18.7%

はい

いいえ

無回答



質問13 以下の項目のうち、内容に問題があるとお考えの項目について、ご意見をお聞か
せください

507

483

487

527

528

17

45

40

5

5

76

72

73

68

67

5．文献

4．治療方の種類
　 治療法の解説

3．治療方針

2．作成の基本方針

1．目的

ない あり 無回答



質問14　以下の項目について、「あなたの日常診療」と「ガイドラインの記載内容」の相違点の有無と相違点
をご記入ください

449

489

455

463

433

435

484

477

472

398

462

478

51

14

26

39

49

57

23

27

34

92

44

33

100

97

119

98

118

108

93

96

94

110

94

89

12．サーベイランス

11．緩和医療

10．放射線療法

9．全身化学療法

8．補助放射線療法

7．補助化学療法

6．再発大腸癌の治療方針

5．血行性転移の治療方針

4．Stage IVの治療方針

3．側方郭清

2．Stage 0-IIIの治療方針

1．内視鏡治療

ない あり 無回答



質問15 ガイドラインに記載することが不要と
思われる項目についてお尋ねします

484
80.7%

100
16.7%

9
1.5%

7
1.2%

不要な項目は
ない

不要な項目が
ある

その他

無回答

質問16　ガイドラインに新たに取り入れるべ
き項目についてお尋ねします

45
7.1%

104
16.4%

88
13.9%

148
23.4%

248
39.2%

新たに取り入れ
る項目はない

検診について

診断について

その他

無回答

質問17　新しい知見に基づくガイドラインの改
訂時期は、いつごろが適当とお考えですか

18
3.0%

11
1.8%

52
8.7%

59
9.8%

243
40.5%

217
36.2%

2年程度

3年程度

4年程度

それ以上

その他

無回答

質問19　より専門性の高いガイドラインが必
要と思いますか

7
1.2%

235
39.2%

295
49.2%

63
10.5%

必要である

必要ではない

その他

無回答


